
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

　SDGｓを意識しポスターを制作し、アルミ缶回収強化月間を設けました。毎回の回収結
果と前週との重さの差やどれくらい集めることができたかも伝えました。

　1／18現在、297．5Kg回収することができました。来年度はさらに回収できるよう、活動
を続けていきます。
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200Kg以上、空き缶回収をする。
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環境・保健委員会

　全校生122名、中心になって活動を行うのは、8名の委員会の児童です。家庭・地域の協力
を得ながら、アルミ缶リサイクル活動を行っています。

集めてリサイクル！
私たちにできることから地球温暖化対策に取り組もう！！

・　アルミ缶回収箱を常時設置しており、1年を通していつ
でも誰でもリサイクル活動に参加できるようになっていま
す。特に、地域の方が積極的に参加してくださり、あっとい
う間に回収袋がいっぱいになっていることが度々ありま
す。収集場へ持って行くとき重さに驚くこともありますが、
たくさんの方が協力をしてくれていると、嬉しい気持ちにな
ります。

・　総務委員会が先に実施していたSDGsに絡めて、今年
度は11・12月に「アルミ缶回収」強化月間を作りました。そ
こでは、リサイクル活動への意識を高めることができるよう
に、ポスターを作成し、放送でも呼びかけを行いました。こ
の期間は登校後に担当委員会の児童が、各学年へ回収
に行き、お礼や次回の協力を依頼しました。給食の時間に
は、毎回集めた空き缶の総重量を全校生に伝え、前の週
との重さも比較しお知らせをしました。現在、回収で得た収
入を全校生にどのような形で還元していくかを考えていま
す。


